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主論文 

Effects of Vestibular Rehabilitation on Physical Activity and Subjective Dizziness in Patients 

With Chronic Peripheral Vestibular Disorders: A Six-Month Randomized Trial 

 

慢性期末梢前庭障害に対する前庭リハビリテーションの身体活動量と主観的なめまい

感に対する効果：6 カ月間のランダム化比較試験 

 

  Tomoyuki Shiozaki, Taeko Ito, Yoshiro Wada, Toshiaki Yamanaka, Tadashi Kitahara  
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論文審査の要旨 

 

末梢前庭障害ではめまいやふらつきが長期間持続し、生活の質の低下をみるとともに、

めまいが生じる動作に対しての不安感から活動性が低下し、結果として前庭代償が進行

せずめまいが改善しないという悪循環を呈しうる。本研究は理学療法士監督下の前庭リ

ハビリテーションが主観的なめまい感及び日常生活における身体活動量に与える影響

に着目しランダム化比較試験を行なった。患者は前庭リハ群（25 例）と対照群（22 例）

に無作為に振り分けられ、介入期間は 6 カ月とし、実施前と実施後にめまいによる日常

生活障害度アンケートを実施した。介入期間中は両群ともに加速度計を装着し身体活動

量を記録した。主観的なめまい感は両群ともに有意な改善を認めたが活動性の障害、視

覚や頭位変化によるめまいの増悪、身体行動の制限の項目で前庭リハ群の改善効果が高

かった。日常生活における身体活動量の変化では介入 6 カ月後に前庭リハ群のみ軽強度

の身体活動量の有意な増加を認めた。主観的なめまい感と身体活動量の変化の関係では

前庭リハ群でのみ介入後 2 カ月での軽強度身体活動量の増加と介入前後の主観的なめ

まい感の改善の間に有意な相関がみられた。本結果より理学療法士の監督下での前庭リ

ハビリテーションは生活指導のみの介入と比べて主観的なめまい感を軽減し、日常生活

における身体活動量を増加させることが示唆された。公聴会ではいわゆる「リハのバイ

アス」、機能改善の機序、障害の病態に応じた治療訓練の違い、予防医学としての応用

の質問に対し適切に回答された。本研究は、耳鼻咽喉・頭頸部機能制御医学領域におけ

る重要な知見であり、その発展につながる有意義な臨床研究であると評価され、博士(医

学)の学位に値すると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに耳鼻咽喉・頭頸部機能制御医

学の進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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